沼津市児童相談支援システム導入に係るコンペ実施要領
令和３年８月
沼津市こども家庭課
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１　目的
本要領は、沼津市児童相談支援システム導入に係る事業者の選定にあたり、コンペの実施方法等、必要な事項を定めるものであり、以下の通りシステム提案を募集する。
２　業務概要
　⑴　業務名
  　沼津市児童相談支援システム導入
⑵　業務目的
　　　虐待や子育てなどの児童相談は年々増加しており、現在の紙媒体によるケース管理では、その進行管理や検索、統計資料の作成などにおいて限界を迎えることが想定される。
　　　またその相談内容については、多様化、複雑化していることから、その対応においても、システムにより示される標準的な手順や情報整理を参考とすることで、これまで職員個々の能力頼りとなっていたものを、より的確に対応できるものとするとともに、その能力向上及び標準化が図られることが期待される。
　　　　一方、令和３年度から、厚生労働省において「要保護児童等に関する情報共有システム」が運用開始し、そのシステムとの情報共有が求められており、今回導入するシステムにより自動的に行うことで、国及び市相互の情報共有及びその管理における、間違いや漏れを防ぐとともに、その作業効率の向上を図るものである。
⑶　業務内容
　　沼津市児童相談支援システム導入仕様書（以下、「仕様書」という。）による
⑷　契約期間
　　本市において、本システムを導入したクライアント機器を、地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約によるリース契約を締結し、その期間は令和４年３月１日から令和９年２月28日までとする。
３　業務に要する費用（見積限度額）
⑴　初期導入費用、システム利用料（60カ月）、保守に要する費用（60カ月）の合計
21,010,000円（消費税及び地方消費税を含む）
４　業者の選定方式
　　システム提案書等の公募によるコンペ方式
５　参加資格要件等
本コンペに参加できる者は、以下の要件をすべて満たしている者とする。
⑴　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定により、本市における一般競争入札の参加を制限されていないこと
⑵　市税、法人税、消費税及び地方消費税を滞納していないこと 
⑶　役員に、次のア又はイのいずれかに該当する者がいないこと 
ア　破産者で復権を得ない者 
イ　禁固以上の刑に処され、その執行が終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者 
⑷　次のアからウまでのいずれかに該当する者でないこと 
ア　民事再生法（平成11年法律第225号）に基づき再生手続き開始の申立てがなされている者（同法に基づき再生手続き開始の申立てがなされている者であっても、手続き開始の決定後、本市の定める手続きに基づく入札参加資格の受付がなされている者を除く。） 
イ　会社更生法（平成14年法律第154号）に基づき更生手続き開始後の申立て（同法附則第２条の規定により、なお従前の例によることとされる更生事件に係るものを含む。以下同じ）がなされている者（同法に基づき更生手続き開始の申立てがなされている者であっても、手続き開始決定後、本市の別に定める手続きに基づく入札参加資格の受付がなされている者を除く。） 
ウ　破産法（平成16年法律第75号）に基づき破産手続き開始の申立てがなされた者及びその開始決定がなされている者（同法附則第３条第1 項の規定により、なお従前の例によることとされる破産事件に係るものを含む。） 
⑸　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団及びその利益となる活動を行う者でないこと 
⑹　地方自治体に対し、同等のシステムを導入した実績を有すること。
⑺　プライバシーマーク及びISMSの認証を受けていること。
⑻　本事業を推進するために十分な体制を確保すること。
６　参加表明について
「５　参加資格要件等」を満たし、本業務の公募に参加する場合は、次の必要書類を提出すること。なお、コンペ参加表明書の提出がない場合は、システム提案書等を受け付けないものとする。
⑴　提出書類：①コンペ参加表明書（様式－１）　１部
②資格審査書類（様式任意）　　　１部
「５　参加資格要件等の⑺」を証明できるもの
⑵　期  　限：令和３年９月９日（木）　午後５時まで（必着）
⑶　提 出 先：「18　担当部署（提出・問合せ先）」に記載する部署に提出
⑷　提出方法：持参または郵送により提出。なお、持参する場合は、平日の午前８時30分から午後５時まで
⑸　参加承認：参加の承認・不承認については、令和３年９月10日（金）までに、コンペ参加表明書に記載された担当者メールアドレスへ電子メールで通知する。また、後日書面で別途通知する。
７　参加辞退について
参加表明後、辞退する場合は、「参加辞退届（様式－２）」を提出すること。
８　システム提案書に関する質問について
⑴　受付期間：令和３年９月15日（水）　午後５時まで（必着）
⑵　質問方法：電子メールにより、「システム提案書等提出に関する質問書（様式－３）」を添付して提出すること。その他の方法による質問は一切認めない。また、電子メール送信後は、必ず電話にて送信の旨を連絡すること。
⑶　提 出 先：沼津市こども家庭課
　　　「18　担当部署（提出・問合せ先）」に記載する電子メールアドレス
⑷　回答方法：質問があった場合は、コンペ参加表明書を提出した者に対して、令和３年９月17日（金）に電子メールで回答する。なお、質問に対する回答は、本業務の実施要領や仕様書に記載する内容の追加または修正とみなす。
９　システム提案書等の作成及び提出
⑴　提出書類
①　システム提案書表紙（様式－４）
代表者印押印の上、システム提案書等の鏡表紙として提出すること。
②　工程表（様式任意）
システムの導入から運用までの工程表を作成すること。 
運用開始予定日を令和４年３月１日とする。
③　システム提案書（様式任意）
· 　仕様書の内容を網羅した提案内容とし、仕様書の項目に沿って記載すること。
· 　１事業者につき１提案とすること。
· 　システム提案書の様式は、Ａ４版、横書き、文字サイズ11フォント以上とする。
· 　システム提案書は両面印刷とする。
· 　審査は「沼津市児童相談支援システム導入に係るコンペ審査要項」に基づき実施することに留意すること。
④　見積書（様式任意）
見積書は、以下の経費を総額にてわかりやすく明記し、その内訳書を添付すること。
ただし、「３　業務に要する費用」を超える見積書は受け付けない。
ア　初期導入費用（初期設定費用、操作講習会費用、その他必要事項に要する費用）
イ　システム利用料（60カ月）の総額
ウ　保守に要する費用（60カ月）の総額
※見積書に記載する金額は契約額ではなく、本コンペによりシステム導入を行うものを選択するためのシステム提案書の一部であることに注意すること。
⑤　個別要求機能一覧 
対応可否等を記載すること。
⑵　提出部数 
①から⑤の順序で製本し、インデックスを付け、簡易なＡ４ファイルで提出すること。 
· 正本１部 
· 副本６部（正本の写し）
⑶　提出方法
持参または郵送により提出 
郵送（特定記録、簡易書留または書留のいずれかによること。）の場合は、提出期間内までの必着とし、到着の有無について提出先へ確認すること。
⑷　提出期間
令和３年９月10日（金）から令和３年９月22日（水）まで 
持参する場合は、平日の午前８時30分から午後５時まで 
提出期間にシステム提案書等の提出がない場合は、辞退したものとみなす。
⑸　提出先
「18 担当部署（提出・問合せ先）」に記載の部署に提出すること。 
10　審査
審査はシステム提案書及びプレゼンテーションにより行うものとし、システム提案書の提出に加えて、次のプレゼンテーションを行うものとする。
⑴　日時
令和３年９月28日（予定）
⑵　開始時間
後日通知する。
⑶　場所
沼津市役所内
⑷　所要時間
· １事業者につき、60分以内とする。（セッティング・撤去に係る時間を除く） 
· システム提案プレゼンテーション、デモンストレーション：45分以内 
· 質疑応答：15分程度 
⑸　内容
システム提案書の説明
⑹　説明者
· 説明者については、本業務を受託した際の担当者が提案説明と質疑への回答を行うこと。
· 説明者は担当者を含めて３人までとする。
⑺　使用機器
プロジェクター及びスクリーンは本市が用意する。
11　審査方法等 
⑴　沼津市児童相談支援システム選定委員会の設置
業務の履行に最も適した契約の相手方となる候補者を、厳正かつ公正に決定するため、沼津市児童相談支援システム選定委員会を設置する。
⑵　審査及び配点
本コンペの審査は、委員会の各委員がシステム提案書及びプレゼンテーションの評価を行い、最高得点を得た受託事業者と次順位者を決する。審査の詳細及び配点等については沼津市児童相談支援システム導入に係るコンペ審査要項のとおりとする。
⑶　参加者が１提案者の場合について
審査において、各審査委員の合計点の平均が600点以上であれば、本コンペ実施要領、仕様書等を満たすと判断し、その提案者を受託事業者として決定する。
12　審査結果の通知
審査結果を書面により通知する。
13　日程 
コンペの実施スケジュールは次のとおりとする。
	
	項　　目
	期 間 等
	備　考

	1
	公告（実施要領等）
	令和３年８月30日（月）
	

	2
	参加表明書提出期限
	令和３年９月９日（木）
	

	3
	参加承認通知
	令和３年９月10日（金）
	

	4
	システム提案書提出期限
	令和３年９月22日（水）
	

	5
	プレゼンテーション審査
	令和３年９月28日（火）
	

	6
	審査結果通知
	令和３年９月30日（木）
	

	7
	リース契約締結
	未定
	

	8
	運用開始
	令和４年３月１日（火）
	


14　失格事項
本コンペの提案者又は提出されたシステム提案書が、次の各号のいずれかに該当する場合は、その提案を失格とする。 
⑴　システム提案書の提出方法、提出先、提出期限に適合しないもの 
⑵　システム提案書の作成形式及び記載上の留意事項に示された要件に適合しないもの 
⑶　システム提案書等提出期限後に見積書内の金額に訂正を行ったもの 
⑷　虚偽の申請を行い、提案資格を得たもの 
⑸　見積書の金額が、「３　業務に要する費用」を超過したもの 
⑹　プレゼンテーションに出席しなかったもの 
15　コンペの中止等
やむを得ない理由等により、本コンペを実施することができないと認められるときは、中止または取り消す場合がある。その場合、本コンペに要した経費を沼津市に請求することができない。 
16　契約および支払について
契約方法：本市において、本システムを導入したクライアント機器のリース契約を、地方自治法第234条の３に基づく長期継続契約により別途締結する。
支払方法：本市が別途クライアント機器のリース契約を締結するリース会社との契約による。
17　その他留意事項
⑴　本コンペに係る経費はすべて参加者の負担とする。 
⑵　提出期限以降における書類の差し替え及び再提出は認めない。ただし、プレゼンテーション実施当日の補足事項説明資料は除く。
⑶　提出書類に虚偽の記載をした場合は、提出書類を無効とし、失格とするとともに、指名停止措置を行うことがある。 
⑷　提出書類は返却しないとともに、提出者の選定以外には提出者に無断で使用しない。 
⑸　沼津市情報公開条例に基づく公開請求があった場合は、原則として公開の対象となる。ただし、提案者が事業を営む上で、正当な利益を害すると認められる情報は非公開となる場合があるので、これらの情報に該当すると考える部分がある場合は、あらかじめ文書により申し出るものとする。
なお、本コンペの受託候補者選定前において、決定に影響するおそれがある情報については決定後の公開とする。 
⑹　システム提案書等の著作権は提案者に帰属する。ただし、本市が本コンペに関する報告、公表等のために必要な場合は、事業者の承諾を得ずに提出書類の内容を無償で使用できるものとする。 
⑺　審査の内容についての問合せには一切応じない。また、審査に対する異議申し立ては受け付けない。
18　担当部署（提出・問合せ先）
沼津市役所　こども家庭課（担当：望月　山﨑） 
〒410－8601 静岡県沼津市御幸町16－１
TEL：055-934-4828 FAX：055-934-0345
電子メールアドレス：kodomokatei@city.numazu.lg.jp

